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研究分野：教育工学 
科研費の分科・細目： 
キーワード：情報教育，協調学習，情報リテラシ，プログラミング教育 
 
１．研究計画の概要 
 ユニバーサル・アクセス化が進む高等教育
において社会的ニーズの増大している情報
教育の効果的授業法に焦点を当てる．特に実
践上で多くの課題を抱えるプログラミング
教育を取り上げ協調学習・教材・PBL などを
組み合わせた効果的な教授法の確立・自主的
な学習を促進するための動機づけ方法・ユニ
バーサル・アクセス段階におけるプログラミ
ング教育を効果的に行える観光デザインに
ついて明らかにする． 
 
２．研究の進捗状況 

ユニバーサル･アクセス化が進む高等教育

における情報教育の効果的授業法に焦点を

当てた授業実践を行っている。情報教育科目

にグループ学習やペア学習を取り入れ，効果

と問題点を明確化しその対応策を検討して

いる。 

(1) 情報リテラシ科目におけるグループ学

習の工夫とその効果としては以下の知

見が得られた。 

グループ学習の効果は認められたが、教える

側、教えられる側の固定により特定学生への

負担が増加すること、教えられる側の学生の

依頼心を増幅させてしまうといった欠点が

認められていた。 

授業初期段階にアイスブレーキングを行

いクラス内のコミュニケーションを円滑に

することで協調学習しやすい環境づくりに

努め、授業中盤では出席状況や学生の能力に

応じたグループの再編成により役割に変化

を持たせた。これらの結果、欠点はほぼ解消

している。 

(2) ペア学習を利用したプログラミングの

授業実践において以下の知見が得られ

ている。 

情報リテラシ能力が下位の学生にとって、未

学習分野の宿題はヒント教材が存在しても

負担が大きい。丁寧な資料を提示したことに

より授業の途中放棄（脱落者）は大幅に減少

した。 

平成 20 年度に生じた問題点 

� 丁寧な資料を提示することにより達成

感を得易い授業構成としたが，見本課題

の完成のみで発展的課題へ進まない学

生が存在した 

� 資料が丁寧に作成してあるためテキス

トを参照する機会が減少し、不明点を調
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べる力が低下した 

平成 21 年度以降への対応策 

学生に提示する資料をさらに工夫し，簡単な
課題は資料の参照のみででき、発展課題はテ
キスト参照が必要なものとする 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
（理由） 

情報リテラシ教育についての研究はほぼ
まとまり，今年度はプログラミング教育に関
する改善を残すのみとなった．過去 3 年間，
授業実践に工夫を重ねた結果，改善が認めら
れるため順調と判断する． 
 
４．今後の研究の推進方策 
昨年度，授業放棄(脱落)した学生が減少した
ので，今年度は自己学習力の向上に重点を置
いた工夫を行う 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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